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顕微蛍光測光法 による マ ウス骨 肉腫細胞 の

核内ADM 濃度の 測定一
シス プラ チ ン とメソ

トレキセ
ー

トの併用効 果
一

ア ク リジ ンオ レンジ の 生体蛍光染色性 を利用

した マ ウス骨肉腫の 肉眼的可視化 に関す る実

験的研究

橋 口　津
ユ

、平田正純
1
、村田博昭

1
、

竹 下秀之
1
、楠崎克之

1

、 小西英
一 2

、

平澤泰介
1
、芦原　司

2

杉之下武彦
1
、楠崎克之

1
、橋口津

1
、平田正純

1
、

福録WS　i、浦田洋二 灸 平 澤泰介
1
、芦原　司

2

1
京都府立医科大学 ・整形外科 、 1第一

病理
1

京都府立医科大学 ・整 形 外科 、
2
第

一
病理

【目的】今回われわれ は顕微蛍 光測光法 を

用 い て マ ウス 骨肉腫細胞 の 核 内ア ドリア マ

イシ ン （ADM ）濃度 を測 定 し、シ ス プラチ

ン （CDDP ） とメソ トレキセ
ー

ト　（MTX ）

の 同時投与によ るADM の核 内濃度 の 変化 を

検討 した。　 【材料 と方法 】放射線誘発の

MGH マ ウス 骨肉腫 細胞 （S−MOS ）株 と、

これ にADM 耐性を確 立した MOS 株（R−

MOS ）を、各々 カバ ーグ ラス 上で培養 し、

ADM10 μ g／ml の濃度 に調整 した培地 に

種々 の 濃度 の CDDP 、　 M
厂
IX を加 え 30分間暴

露した。そ の 後PBS で洗浄 し、中性ホル マ

リン で 固定後 、 封入 した。核内ADM 蛍 光量

は落射型顕微蛍光多重測光装置 を用 い ／00個
の細胞につ い て測定 した。そ の平均値 を

ADMIO μ g ／ml の み暴露 した コ ン トロ
ー

ル

群 と比 較 した。

〔結果】 S−MOS で は CDDP10 μ g ／m1 の 同

時投与で コ ン トロ
ー

ル 群の 約2倍量とな りピ

ー
ク に達 した。しか しS −MOS で の MTX 同

時投与とR−MOS で の CDDP 、　 MTX 同時投

与では ADM の 蛍光量 に変化 はなか っ た。【考

察】本研究の結果 か らADM 感受性骨 肉腫で

は CDDP の 同時投与に よ りADM の 核内濃度

が上昇し相乗効果 が期 待で きる ことが判 明

した。

　【目的】手術 中に骨軟部腫瘍の 存在部位を正

確に知 るた め の方法 と して 細胞 レ ベ ル で の 生

体蛍光染色色 素の 1 つ で あ るアク リジ ンオ レ

ンジ （AO ）を用 い て マ ウス骨 肉腫を肉眼的

に可視化す る こ とを試み た 。

　【方法】先ず放射線誘発マ ウス 骨肉腫細胞株

（MOS ）を カバ
ー

ス リ ッ プ上 に培養 し、AO
O．1〜 1．0 μg／ml を添加 して ス ライ ドグラス に

反転封入 して 蛍光顕微鏡下に細胞 レベ ル で の

染色性を検討 した 。次に MOS をC3H マ ウ ス

（雄、4週齢〉皮下に移植 し、腫瘍を形成 した

時点で 0．5〜2．5mg ／kgの 濃度の AO を腹腔 内

に投与 し、1時間〜1週間後に実体顕微鏡下 に

青色励起光を 照射 し、腫瘍お よび周囲 の 正 常

組 織か らの AO の 緑色蛍光を観察 し、その 強

度差 を定性的 に評価 した 。

【結果】細胞 レベ ルで はAO は0．5〜1．0μ

g／ml の濃度で細胞質、核か ら緑色の 蛍光 を発

し、核周 囲か らは赤色の 強い蛍光 を発 して い

た 。 移植腫瘍で は1．Omg ／kg の AO 投与後 2時

問目で 筋肉や脂肪か らは蛍光はみ られず 、 腫

瘍 だけか ら特異的 に強 い蛍 光 を認 め、蛍光色

素によ る骨肉腫 の 術中可視化の 可能性が 高 い

ことが分か っ た。
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